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学校体育施設開放事業のオンライン化について
～学校体育施設のオンライン予約システム等の導入～

地域のスポーツ団体等に貸出を行う学校体育施設（グラウンド及び体育館）の利用に当たっては、こ

れまで対面による利用申請（書面での予約）や鍵の受渡しが必要であり、使用料については金融機関の

窓口での支払いをお願いしてきました。利用者からは「仕事の都合などにより施設を利用しづらい」と

いった意見が寄せられるなど、施設利用に際しての利便性の向上が課題となっていました。

そこでこのたび、課題の解消に向けてオンライン予約システム等を導入することとしました。

１ 概要

オンライン予約システムの導入により、スマートフォンやパソコン等から、いつでも
．．．．

・どこからでも
．．．．．．

学校体育施設の利用を予約することが可能となります。また、「オンライン予約システム」と連動する

「電子錠付きキーボックス」を各学校に設置することで、鍵の受渡しを対面で行う必要がなくなり、使

用料の支払いについても、オンライン決済が可能となります。

２ 今後のスケジュール

・現在（～６月１０日） 導入前の運用と並行しながら、オンライン化の試験運用※

※試験運用：運用開始に向け、オンライン予約システム及び電子錠付き

キーボックスの操作に慣れるために行うもの。

・６月１０日～ 運用開始〔施設利用の予約開始（本年７月利用分以降）〕

３ 他市町村の状況（学校体育施設開放事業）

・オンライン予約：県内では鳥取市、琴浦町、湯梨浜町が導入。

・電子錠付きキーボックスでの対応：鳥取市に次いで県内２例目。

・オンライン決済：県内では初の導入。
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導入前 導入後

利用申請 対面による申請（書面での申請） オンライン予約

鍵の受渡し 対面による受渡し 電子錠付きキーボックスでの対応（非対面）

使用料の支払い 金融機関の窓口での支払い オンライン決済



４ 利用イメージ（導入後）

電子錠付きキーボックスでの鍵の受渡し

〇施設利用開始時：①発行されたパスワードを使用して電子錠付きキーボックスを開錠する（パスワードの番号

を押す）。

②電子錠付きキーボックスから鍵を取り出し、体育館の出入口を開錠する。

③電子錠付きキーボックスに鍵を返却し、電子錠付きキーボックスを施錠する（所定のボタ

ンを押す）。

〇施設利用終了時：利用開始時と同様の手順で体育館を施錠し、鍵を電子錠付きキーボックスへ返却する。

電子錠付きキーボックス取付けの例


